2016/07/27
ヨーロッパキリスト者の集い（プレ大会）

あなたはどこにいますか
イントロダクション
　　（1）アダムの堕落以来、人類は3つの質問を抱えている。
　　　①私はどこから来たのか。
　　　②私はなぜ生きているのか。
　　　③私はどこへ行こうとしているのか。
　　（2）聖書にその答えがある。
　　　①歴史哲学
　　　②それを学ぶのが組織神学である。
　　　　　＊契約神学の体系
　　　　　＊ディスペンセーショナリズムの体系　　　　　

　　　③私自身が、聖書を通して、無神論者から神を信じる者に変えられた。
　　　④「神の国」というテーマは、歴史哲学と関係している。
聖書には、根源的な3つの問いに対する回答がある。
Ⅰ．私はどこから来たのか
　１．一般的説明（進化論）
　　（1）神の存在を考慮せずに、世界の起源について説明しようとするのが進化論である。
　　　①日本で受けた教育の中で、進化論以外の説明を聞いたことがなかった。
　　　②当然、進化論は真理だと思い込んでいた。
　　　③進化論は、私の知性だけでなく、感情面でも大きな影響を与えていた。
　　（例話）教会に行くようになって、自分が神の作品であると教えられた。
（2）進化論にはいくつかの致命的問題がある。
　　　①進化論はあくまでも仮説であって、証明された真理ではない。
　　　　＊進化論は、進化しつつある。
　　　②小進化は可能であっても、大進化は不可能である。
　　　　＊小進化とは、環境に適用した結果起こる小さな変化である。
　　　　＊大進化とは、「種」の壁を超えるほどの大きな変化である。
　　　③進化論ではすべてが偶然である。
＊そのため、人生に意味を求めること自体が無意味となる。
　　（3）科学と聖書とは矛盾しない。
　　　①矛盾しているかのように見えるのは、科学的説明と聖書解釈の間の矛盾である。
　　　②聖書は、非科学的な書ではなく、超科学的な書である。
2．創世記1、2章の説明
（1）創世記1、2章には、世界の始まりについての記述がある。
　　①進化論とは対立する創造論の説明がある。
（2）神についての啓示
　　①聖書の神は、創造主である。
　　②聖書の神は、絶対者である。
　　③聖書の神は、唯一（三位一体）である。
（3）人についての啓示
Gen 1:26  神は仰せられた。「さあ人を造ろう。われわれのかたちとして、われわれに似せて。彼らが、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地をはうすべてのものを支配するように。」
　①人は、創造の冠である。
　　　②人は、「神のかたち」に創造されている。
　　　　＊精神的活動
　　　　＊良心
　　　　＊永遠（神）を思う心
（4）創造の目的についての啓示
Gen 1:28  神は彼らを祝福された。神は彼らに仰せられた。「生めよ。ふえよ。地を満たせ。地を従えよ。海の魚、空の鳥、地をはうすべての生き物を支配せよ。」
　　　①祝福の要素
　　　②子孫の要素
　　　③土地の要素
3．創世記3章の説明
　（1）ここには、罪がどのようにしてこの世界に侵入して来たのかが記されている。
①聖書の記述の中で、罪がないのは、最初の2章（創1、2章）と最後の2章（黙
21、22章）だけである。
　　（2）創2：15～17
Gen 2:15  神である【主】は人を取り、エデンの園に置き、そこを耕させ、またそこを守らせた。

Gen 2:16  神である【主】は人に命じて仰せられた。「あなたは、園のどの木からでも思いのまま食べてよい。

Gen 2:17  しかし、善悪の知識の木からは取って食べてはならない。それを取って食べるとき、あなたは必ず死ぬ。」
①人に自由意志が与えられた。
　②これは、最高の賜物であり、人間が持つ基本的特徴である。
　③自由意志がなければ、愛の関係は成り立たない。
　④自由意志には、誤用の可能性がある。
　⑤なぜ、罪を犯さないように人を造らなかったのかという質問は、意味をなさない。
（3）神の意図
　①人が従順を通して成長すること
　②神との交わりの中で生きること
　③罪を犯すことなしに、「善悪」の区別を知るようになること
　④そのための役割を果たしたのが「善悪の知識の木」である。
　　（4）創3：1～7
Gen 3:1  さて、神である【主】が造られたあらゆる野の獣のうちで、蛇が一番狡猾であった。蛇は女に言った。「あなたがたは、園のどんな木からも食べてはならない、と神は、ほんとうに言われたのですか。」

Gen 3:2  女は蛇に言った。「私たちは、園にある木の実を食べてよいのです。

Gen 3:3  しかし、園の中央にある木の実について、神は、『あなたがたは、それを食べてはならない。それに触れてもいけない。あなたがたが死ぬといけないからだ』と仰せになりました。」

Gen 3:4  そこで、蛇は女に言った。「あなたがたは決して死にません。

Gen 3:5  あなたがたがそれを食べるその時、あなたがたの目が開け、あなたがたが神のようになり、善悪を知るようになることを神は知っているのです。」

Gen 3:6  そこで女が見ると、その木は、まことに食べるのに良く、目に慕わしく、賢くするというその木はいかにも好ましかった。それで女はその実を取って食べ、いっしょにいた夫にも与えたので、夫も食べた。

Gen 3:7  このようにして、ふたりの目は開かれ、それで彼らは自分たちが裸であることを知った。そこで、彼らは、いちじくの葉をつづり合わせて、自分たちの腰のおおいを作った。
①サタンの巧みな誘惑
　②エバの心に浮かぶ神への不信感
　③エバの勧めに従うアダムの弱さ
　④一番の責任は、アダムにある。神とアダムの契約である。
　　（5）人の反逆
　①罪とは、神への意図的反逆である。
　②罪とは、自分を神とすることである。
　③罪とは、的外れの状態である。
（6）罪の結果
　①死（神との断絶）
　②自己嫌悪
③恐れ
④責任転嫁
⑤呪いを受けた自然界
　4．神の解決策
　　（1）創3：8～13
Gen 3:8  そよ風の吹くころ、彼らは園を歩き回られる神である【主】の声を聞いた。それで人とその妻は、神である【主】の御顔を避けて園の木の間に身を隠した。

Gen 3:9  神である【主】は、人に呼びかけ、彼に仰せられた。「あなたは、どこにいるのか。」

Gen 3:10  彼は答えた。「私は園で、あなたの声を聞きました。それで私は裸なので、恐れて、隠れました。」

Gen 3:11  すると、仰せになった。「あなたが裸であるのを、だれがあなたに教えたのか。あなたは、食べてはならない、と命じておいた木から食べたのか。」

Gen 3:12  人は言った。「あなたが私のそばに置かれたこの女が、あの木から取って私にくれたので、私は食べたのです。」

Gen 3:13  そこで、神である【主】は女に仰せられた。「あなたは、いったいなんということをしたのか。」女は答えた。「蛇が私を惑わしたのです。それで私は食べたのです。」
　　　①「あなたは、どこにいるのか」
　　　②「あなたが裸であるのを、だれがあなたに教えたのか」
　　　③「あなたは、食べてはならない、と命じておいた木から食べたのか」
　　　④「あなたは、いったいなんということをしたのか」
　　（2）創3：14～15
Gen 3:14  神である【主】は蛇に仰せられた。／「おまえが、こんな事をしたので、／おまえは、あらゆる家畜、／あらゆる野の獣よりものろわれる。／おまえは、一生、腹ばいで歩き、／ちりを食べなければならない。

Gen 3:15  わたしは、おまえと女との間に、／また、おまえの子孫と女の子孫との間に、／敵意を置く。／彼は、おまえの頭を踏み砕き、／おまえは、彼のかかとにかみつく。」
①蛇に対する呪い
　　　②「女の子孫」の約束
　　　③サタンと女の子孫との戦いの預言
　　　④創3：15を「原福音」という。
⑤この節は、これ以降聖書を読むための原則となる。
⑥中東で毒蛇に出会ったときの様子が、この節の背景になっている。
⑦女の子孫も傷を受けるが、蛇の方は頭を踏み砕かれる。
（3）創3：21
Gen 3:21  神である【主】は、アダムとその妻のために、皮の衣を作り、彼らに着せてくださった。
①この皮の衣とは、神が与える「義の衣」を象徴している。
②人が自力で作ったいちじくの葉の衣とは大いに異なる。
③この皮の衣を作るためには、動物が犠牲になっている。
Ⅱ．私はなぜ生きているのか。

　1．人類の現状
　　（1）人類はアダムにあって堕落した。
　　　①アダムは契約の代表者である。
　　　②アダムの行為の結果は、全人類に及んでいる。
　　　③私たちは、神の栄光（シャカイナグローリー）から断絶されている。
　　　
　　（2）かつてアダムが持っていた地の管理人としての特権は、悪魔に奪われた。
　　　①悪魔は、「この世の神」である。
　　　②人類は、悪魔の支配下に置かれている。
　　（3）人類の希望
　　　①人類はキリストにあって回復される。
　　　②イエス・キリストは新しい契約の代表者である。
　　　③イエスは、最後のアダムである。
④イエスの行為の結果は、信じる者すべてに及ぶ。
　2．「女の子孫」の約束
　　（1）アブラハムの子孫である。
　　　①創12：1～3
Gen 12:1  【主】はアブラムに仰せられた。／「あなたは、／あなたの生まれ故郷、あなたの父の家を出て、／わたしが示す地へ行きなさい。

Gen 12:2  そうすれば、わたしはあなたを大いなる国民とし、／あなたを祝福し、／あなたの名を大いなるものとしよう。／あなたの名は祝福となる。

Gen 12:3  あなたを祝福する者をわたしは祝福し、／あなたをのろう者をわたしはのろう。／地上のすべての民族は、／あなたによって祝福される。」
　　　　＊祝福の要素
　　　　＊子孫の要素
　　　　＊土地の要素
　　　②アブラハム、イサク、ヤコブの子孫である。
　　　③12部族の中のユダ部族の子孫である。
　　　④ダビデの子孫である。
　　（2）イエス・キリストの系図
　　　①マタイは、父ヨセフの側の系図。
　　　②ルカは、母マリアの側の系図。
　　　③マタ1：1
Mat 1:1  アブラハムの子孫、ダビデの子孫、イエス・キリストの系図。
　3．旧約聖書の預言
　　（1）処女から生まれる（イザ7：14）。
Isa 7:14  それゆえ、主みずから、あなたがたに一つのしるしを与えられる。見よ。処女がみごもっている。そして男の子を産み、その名を『インマヌエル』と名づける。
　　（2）人類の身代わりとして死んでいく（イザ53：5～6）。
Isa 53:5  しかし、彼は、／私たちのそむきの罪のために刺し通され、／私たちの咎のために砕かれた。／彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、／彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。

Isa 53:6  私たちはみな、羊のようにさまよい、／おのおの、自分かってな道に向かって行った。／しかし、【主】は、私たちのすべての咎を／彼に負わせた。
①これは、ユダヤ人伝道に重要な聖句である。
（3）ベツレヘムで生まれる（ミカ5：2）。
Mic 5:2  ベツレヘム・エフラテよ。／あなたはユダの氏族の中で最も小さいものだが、／あなたのうちから、わたしのために、／イスラエルの支配者になる者が出る。／その出ることは、昔から、／永遠の昔からの定めである。
（4）釘づけにされて死ぬ（ゼカ12：10）。
Zec 12:10  わたしは、ダビデの家とエルサレムの住民の上に、恵みと哀願の霊を注ぐ。彼らは、自分たちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひとり子を失って嘆くように、その者のために嘆き、初子を失って激しく泣くように、その者のために激しく泣く。
（5）イエス・キリストの来臨に関する預言はすべて成就した。
①これは驚くべきことである。
4．キリストの死がもたらしたもの（新約聖書）
（1）罪の代価が支払われた。
①マコ10：45
Mar 10:45  人の子が来たのも、仕えられるためではなく、かえって仕えるためであり、また、多くの人のための、贖いの代価として、自分のいのちを与えるためなのです。」
　　　②義人の血が流される必要があった。
　　（2）世（罪人）を神と和解させた。
　　　①人間を完全に変えることによって、神と人間を再度結びつけた。
　　　②神が人間に対して和解したのではなく、人間が神に対して和解したのである。
　　（3）この世の支配者を裁いた。
　　　　①ヨハ12：31
Joh 12:31  今がこの世のさばきです。今、この世を支配する者は追い出されるのです。
　5．福音の3要素
（1）1コリ15：3～4
1Co 15:3  私があなたがたに最もたいせつなこととして伝えたのは、私も受けたことであって、次のことです。キリストは、聖書の示すとおりに、私たちの罪のために死なれたこと、

1Co 15:4  また、葬られたこと、また、聖書の示すとおりに、三日目によみがえられたこと、

①キリストは私の罪のために死なれた。
②死んで墓に葬られた。
③三日目によみがえられた。
④そういうお方として、キリストを信じること。
　6．新生の結果
　　（1）新しい性質
①霊的事項に敏感な性質。神からの語りかけに敏感な性質
②2コリ5：17、ガラ6：15、エペ4：24
（2）霊的復活
①将来の肉体的復活の基となる。
②肉体の復活は携挙の時に起こるが、霊的にはすでに復活している。
③ヨハ5：25、ロマ6：13、エペ2：5
（3）新しい創造
①2コリ5：17、エペ2：10、4：24
（4）永遠の保証
①新生は元に戻すことのできない神の業である。
②ピリ1：6
　7．神との新しい関係（養子縁組）
（1）信者は神の子とされた。
①ルカ11：11～13
（2）父と子の関係に入ったために、神からの訓練を受ける。
①ヘブ12：5～11
（3）大胆に神に近づくことができる。
①ヘブ4：14～16
（4）信者は相続人、キリストと共同相続人である。
①ロマ8：17、ガラ4：7
Ⅲ．私はどこへ行こうとしているのか。
　1．携挙
　　（1）3つの携挙説（教会は患難期を通過するかどうかという議論）

　　　①患難期前携挙説

　　　②患難期中携挙説

　　　③患難期後携挙説

　　（2）ヨハ14：1～3
Joh 14:1  「あなたがたは心を騒がしてはなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。

Joh 14:2  わたしの父の家には、住まいがたくさんあります。もしなかったら、あなたがたに言っておいたでしょう。あなたがたのために、わたしは場所を備えに行くのです。

Joh 14:3  わたしが行って、あなたがたに場所を備えたら、また来て、あなたがたをわたしのもとに迎えます。わたしのいる所に、あなたがたをもおらせるためです。

　　　①時期や状況は啓示されていない。

　　　②メシアが信者のために戻って来られることが啓示されている。

　　　③患難期後携挙説


＊聖徒たちは空中で主と会い、主とともに地上に戻って来る。

　　　④この箇所では、主は聖徒たちを天に迎えるために戻って来られる。


＊これが患難期前携挙説

　　（3）１テサ4：13～18
1Th 4:13  眠った人々のことについては、兄弟たち、あなたがたに知らないでいてもらいたくありません。あなたがたが他の望みのない人々のように悲しみに沈むことのないためです。

1Th 4:14  私たちはイエスが死んで復活されたことを信じています。それならば、神はまたそのように、イエスにあって眠った人々をイエスといっしょに連れて来られるはずです。

1Th 4:15  私たちは主のみことばのとおりに言いますが、主が再び来られるときまで生き残っている私たちが、死んでいる人々に優先するようなことは決してありません。

1Th 4:16  主は、号令と、御使いのかしらの声と、神のラッパの響きのうちに、ご自身天から下って来られます。それからキリストにある死者が、まず初めによみがえり、

1Th 4:17  次に、生き残っている私たちが、たちまち彼らといっしょに雲の中に一挙に引き上げられ、空中で主と会うのです。このようにして、私たちは、いつまでも主とともにいることになります。

1Th 4:18  こういうわけですから、このことばをもって互いに慰め合いなさい。

　　　①4：13～15


＊携挙があることは信じる。


＊すでに死んだ聖徒はどうなるのか。


＊パウロは、生きている信者の携挙は教えたが、死者に関しては触れなかった。

＊「眠った」という言葉は、信者の死を表している。


＊携挙の時まで、肉体の活動が停止すること

　　　②4：16～18

＊主が下って来られる。

＊「号令」　軍隊用語


＊「御使いのかしらの声」　ミカエルの声（副司令官の復唱）


＊「神のラッパの響き」


＊死者の復活、生者の携挙が起こる。


＊「キリストにある死者」が先ず復活する。教会時代の聖徒のみ。


＊「生き残っている」聖徒たちが、彼らといっしょに雲の中に一挙に引き上げら

れる。

＊空中で主と会う。
＊この約束は、慰めになる。

　　（4）1コリ15：50～58
1Co 15:50  兄弟たちよ。私はこのことを言っておきます。血肉のからだは神の国を相続できません。朽ちるものは、朽ちないものを相続できません。

1Co 15:51  聞きなさい。私はあなたがたに奥義を告げましょう。私たちはみな、眠ることになるのではなく変えられるのです。

1Co 15:52  終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は朽ちないものによみがえり、私たちは変えられるのです。

1Co 15:53  朽ちるものは、必ず朽ちないものを着なければならず、死ぬものは、必ず不死を着なければならないからです。

1Co 15:54  しかし、朽ちるものが朽ちないものを着、死ぬものが不死を着るとき、「死は勝利にのまれた」としるされている、みことばが実現します。

1Co 15:55  「死よ。おまえの勝利はどこにあるのか。死よ。おまえのとげはどこにあるのか。」

1Co 15:56  死のとげは罪であり、罪の力は律法です。

1Co 15:57  しかし、神に感謝すべきです。神は、私たちの主イエス・キリストによって、私たちに勝利を与えてくださいました。

1Co 15:58  ですから、私の愛する兄弟たちよ。堅く立って、動かされることなく、いつも主のわざに励みなさい。あなたがたは自分たちの労苦が、主にあってむだでないことを知っているのですから。

　　　①罪のゆえに、人は死に、その体は朽ちて行く。

　　　②永遠の世界に入る前に、復活の体（栄光の体）が必要である。

　　　③この変化は、瞬間的に起こる。
　　　④「終わりのラッパ」とは何か。

＊このラッパは、黙の7つのラッパの最後のもの（患難期中と患難期後の主張）。

＊しかし、この時点では黙は書かれていない。


＊ラッパの祭りで最後に吹かれる長いラッパの音（テキヤー・ガドラー）のこと。

＊１テサ4：16　「神のラッパの響き」と同じ。

　　　⑤死ぬ者が不死を着る。死に対する勝利が与えられる。
　　（5）携挙の時期

　　　①患難期の前に携挙が起こる。

　　　②患難期の預言の箇所には、教会という言葉が出て来ない。

　　　③1テサ1：9～10

＊「やがて来る御怒り」とは、患難期のことである。

　　　④1テサ5：1～10


＊「主の日」（1節）と「御怒り」（9節）は、同じこと。

　　　⑤黙3：10
Rev 3:10  あなたが、わたしの忍耐について言ったことばを守ったから、わたしも、地上に住む者たちを試みるために、全世界に来ようとしている試練の時には、あなたを守ろう。

　　　⑥携挙は、いつでも起こり得る。

　　（6）その後の出来事

①キリストの裁きの座（報酬のための裁き）

②小羊の宴会

　2．再臨

　　（1）携挙と地上再臨を区別する。
　　（2）レビ26：40～42
Lev 26:40  彼らは、わたしに不実なことを行い、わたしに反抗して歩んだ自分たちの咎と先祖たちの咎を告白するが、

Lev 26:41  しかし、わたしが彼らに反抗して歩み、彼らを敵の国へ送り込んだのである。そのとき、彼らの無割礼の心はへりくだり、彼らの咎の償いをしよう。

Lev 26:42  わたしはヤコブとのわたしの契約を思い起こそう。またイサクとのわたしの契約を、またアブラハムとのわたしの契約をも思い起こそう。そしてわたしはその地をも思い起こそう。

　　　①自分たちの咎と先祖たちの咎の告白
　　　②民族的悔い改め

　　（3）エレ3：11～18
Jer 3:11  【主】はまた、私に仰せられた。「背信の女イスラエルは、裏切る女ユダよりも正しかった。

Jer 3:12  行って、次のことばを北のほうに呼ばわって言え。／背信の女イスラエル。帰れ。／──【主】の御告げ──／わたしはあなたがたをしからない。／わたしは恵み深いから。／──【主】の御告げ──／わたしは、いつまでも怒ってはいない。

Jer 3:13  ただ、あなたは自分の咎を知れ。／あなたは自分の神、【主】にそむいて、／すべての茂った木の下で、／他国の男とかってなまねをし、／わたしの声を聞き入れなかった。／──【主】の御告げ──

Jer 3:14  背信の子らよ。帰れ。──【主】の御告げ──わたしが、あなたがたの夫になるからだ。わたしはあなたがたを、町からひとり、氏族からふたり選び取り、シオンに連れて行こう。

Jer 3:15  また、あなたがたに、わたしの心にかなった牧者たちを与える。彼らは知識と分別をもってあなたがたを育てよう。

Jer 3:16  その日、あなたがたが国中にふえて多くなるとき、──【主】の御告げ──彼らはもう、【主】の契約の箱について何も言わず、心にも留めず、思い出しもせず、調べもせず、再び作ろうともしない。

Jer 3:17  そのとき、エルサレムは『【主】の御座』と呼ばれ、万国の民はこの御座、【主】の名のあるエルサレムに集められ、二度と彼らは悪いかたくなな心のままに歩むことはない。

Jer 3:18  その日、ユダの家はイスラエルの家といっしょになり、彼らはともどもに、北の国から、わたしが彼らの先祖に継がせた国に帰って来る。」

　　　①3：14～18は、千年王国の祝福。

　　　②3：13にその条件（悔い改め）がある。

　　（4）ゼカ12：10
Zec 12:10  わたしは、ダビデの家とエルサレムの住民の上に、恵みと哀願の霊を注ぐ。彼らは、自分たちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひとり子を失って嘆くように、その者のために嘆き、初子を失って激しく泣くように、その者のために激しく泣く。
　　（5）ホセ5：15
Hos 5:15  彼らが自分の罪を認め、／わたしの顔を慕い求めるまで、／わたしはわたしの所に戻っていよう。／彼らは苦しみながら、わたしを捜し求めよう。
　　（6）マタ23：37～39
Mat 23:37  ああ、エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人たちを石で打つ者。わたしは、めんどりがひなを翼の下に集めるように、あなたの子らを幾たび集めようとしたことか。それなのに、あなたがたはそれを好まなかった。

Mat 23:38  見なさい。あなたがたの家は荒れ果てたままに残される。

Mat 23:39  あなたがたに告げます。『祝福あれ。主の御名によって来られる方に』とあなたがたが言うときまで、あなたがたは今後決してわたしを見ることはありません。」

　　　①イスラエルの悔い改め

　　　②イスラエルの懇願

　　（7）千年王国
　　　①地上の理想的な国が設立される。
②これは、千年王国の成就である。
③エデンの園の状態の回復である。
④悪魔から支配権を奪還し、人の子（メシア）が御国を統治する。
　　（8）その先に、永遠の秩序が用意されている。
　3．再臨を論じることは、神の人類救済計画の全貌を理解することにつながる。

①創世記から黙示録に至る神の計画の全貌を理解する。

②歴史の流れの中に自分を位置づける。

③歴史的文脈のない信仰生活は、極めて場当たり的なものになる恐れがある。
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